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1  形而上絵画の遠近法の問題については、以下を参照。拙稿「反形而上学的遠近法 ― ジョルジョ・デ・キリコ
とシュルレアリスムにおける空間表現について」『美術史研究』第五六号、早稲田大学美術史学会、2018 年12 月、
15-29 頁。
2   マックス・エルンストは、ロートレアモンの詩句「解剖台の上でのミシンと蝙蝠傘の偶然の出会いのように
美しい」に拠りながら、シュルレアリスムにおける詩的原理としてのデペイズマンを、「ふさわしからざる平面
上での互いに隔たった二つの実在の偶然の出会い」として規定している。マックス・エルンスト著、巌谷國士訳
「意のままの霊感」『絵画の彼岸』河出書房新社、1975 年、41-48 頁。同テクストの初出は1932 年の英語訳。Max 
Ernst, “Inspiration to order,” in: This Quarter, Paris, 1932, pp.79-85.
3   煩雑さを避けるため、これまでの論文で既に触れて来た引用については、重要なものを除き、註に示す。　
ディオニュソスの歌
長尾　天


























4    Braun (2014). ブラウンが基本的情報を示しているので、文字数の関係もあり、本論では論旨に関係のない
情報は最低限に留める。
5    松田 (2006)、79 頁。
6   以下も参照。阿部真弓「彫像の白昼夢 ― 形而上絵画と詩神たちの複製芸術時代」『ユリイカ』第48 巻第10
号、青土社、2016 年8 月、294-310 頁。
7    Braun (2014), pp.34-35. バルダッチはこの手袋を出産の際に使用されるものとし、デ・キリコの誕生を象徴
するモチーフとして捉えている。Baldacci (1997), pp.216-264.
8   この記念碑はテッサリア鉄道会社を設立し、エヴァリストの事業を支援したテオドロス・マヴロゴルダトス
の業績を記念するものである。このアテネ像はデ・キリコの1909 年の作品《アルゴナウタイの出発》に描かれ
ている。































きものとなるだろう」。Guillaume Apollinaire, “Le gant rose,” in: Paris-journal, 4 juillet 1914, reprinted in: 
Guillaume Apollinaire, Oeuvres en prose complètes, t.2, Gallimard, 1991, pp.806-807.



















〔transumanare〕には成功せず、結果、常識〔senso comune〕の枠内に留まっている。 ― 我ら形而上派が現
実を聖化〔santificato〕した」。Giorgio de Chirico, “Noi metafisici...,” in: Cronache d’attualità, febbraio 1919, 
reprinted in: De Chirico (1985), pp.68-69.　
13   拙稿「デ・キリコの無意味」『イヴ・タンギー ―― アーチの増殖』水声社、2014 年、 77-104 頁。またデ・
キリコとニーチェ、ショーペンハウアーの関係については以下を参照。Wieland Schmied, Eryck de Rubercy 
(tr.), “L’art métaphysique de Giorgio de Chirico et la philosophie allemande: Schopenhauer, Nietzsche, 
Otto Weininger, in: William Rubin, Wieland Schmied, Jean Clair (eds.), Giorgio de Chirico (exh.cat.), Centre 
Georges Pompidou, Paris, 1983, pp.93-109; Ivor Davies, “Giorgio de Chirico: the Sources of Metaphysical 
Painting in Schopenhauer and Nietzsche,” in: Art International, vol.26, no.1, January-Mars 1983, pp.53-60; 
Barbara Heins, “Giorgio de Chirico's Metaphysical Art and Schopenhauer's Metaphysics: an Exploration 
of the Philosophical Concept in de Chirico's Prose and Paintings (Thesis, Ph.D.),” University of Kent 
at Canterbury, 1992; Baldacci (1997), pp.67-76, 92-97; Riccardo Dottori, “Quid est rerum metaphysica?” 
in: Claudio Clescentini (ed.), G. de Chirico: Nulla sine tragoedia gloria, Roma, 2002, pp.165-199; Anneliese 
Plaga, Sprachbilder als Kunst: Friedrich Nietzsche in den Bildwelten von Edvard Munch und Giorgio de Chirico, 
Reimer, 2008; Ara H. Merjian, Giorgio de Chirico and the Metaphysical City: Nietzsche, Modernism, Paris, Yale 
University Press, New Haven & London, 2014. ただしこれらは「生の無意味」について踏み込んだ考察を行っ
てはいない。
14  Baldacci (1997), pp.39-40, 67, 84 (n.26), 92-93, 108 (n.36, 38); Gerd Roos, Giorgio de Chirico e Alberto 
Savinio: Ricordi e documenti Monaco Milano Firenze 1906-1911, Bora, Bologna, 1999, pp.283-299.
15　 「先史時代が我々に残した最も奇妙で、最も深遠な感覚の一つは予兆の感覚である。それはいつまでも存在






























の無（「無意味〔non-sens〕」）！」。Nietzsche (VP), pp.46-47. （邦訳上巻、pp.69-70） 
17  本論では、神の死の問題を限定された文脈で扱うため、「神の死」と表記する。
18  以下に示した概念図も参照。拙稿「西洋近代美術における『神の死』とシュルレアリスム試論」『成城文藝』
242 号、成城大学文芸学部、2017 年12 月、1-17 頁。
19   「あらゆる深遠な芸術作品は二つの孤独を含んでいる。一つは造形的孤独とでも呼べるもので、〔……〕二番
目の孤独は記号のそれだろう。つまり、非常に形而上的な孤独であり、そのために心理的、視覚的訓練のあら
ゆる論理的可能性は、ア・プリオリに排除されている」。Giorgio de Chirico, “Sull’arte metafisica,” in: Valori 





























20  註15 を参照。　




Henri Albert (tr.), Le gai savoir, Mercure de France, 1901, pp.371-372. 邦訳対応箇所は以下。フリードリッヒ・
ニーチェ著、信太正三訳『悦ばしき知識』ちくま学芸文庫、1993 年、442-443 頁。　




3. 「神の死」 ― 《静物、春のトリノ》
　まず画面右に描かれた手袋について考えてみたい。手や手袋のイメージは《愛の歌》の他にも、






















する奇妙な類似である」。De Chirico (1985), p.15.　
24  拙稿「没落する人間 ― ジョルジョ・デ・キリコ《子どもの脳》の派生作品について」『WASEDA RILAS 
JOURNAL』no.6、早稲田大学総合人文科学研究センター、2018 年10 月、339-352 頁。
25   Nietzsche (APZ), pp.14-15.（邦訳上巻26-27 頁）　
26   Carlo Collodi, Le avventure di Pinocchio, Felice Paggi, Firenze, 1883, pp.230-231.（カルロ・コッローディ
著、大岡玲訳『新訳　ピノッキオの冒険』角川文庫、2003 年、297-298 頁）　
























29  拙稿「神の死の肖像 ― ジョルジョ・デ・キリコ《子どもの脳》について」『WASEDA RILAS JOURNAL』
no.5、早稲田大学総合人文科学研究センター、2017 年10 月、205-220 頁。　































響く。マルコ福音書第9 章第2 節18 節。新約聖書翻訳委員会訳『新約聖書』岩波書店、2004 年、36 頁。同場面は、
マタイ福音書では第17 章第1 節- 第8 節、ルカ福音書では第9 章第28 節-36 節。　



























35   Nietzsche (APZ), p.333. ここは正しくは「然りとアーメンの歌」。　
36   Nietzsche (APZ), p.338.（邦訳下巻170 頁）　
37   Nietzsche (APZ), p.402.（邦訳下巻253 頁）　ただし邦訳では「黄金の丸い輪」と訳されている。　
38   「だが誰が彼〔ヴェルヌ〕よりも巧みにロンドンのような都市の形而上学を、その家々の中に、その通り、そ
のクラブ、その広場、その四角形の中に、言い当てることができただろうか。ロンドンの日曜日の午後のスペク
トル的性質〔la spettralità〕、『八〇日間世界一周』に登場するフィリアス・フォッグのような、歩き回る本物
の幽霊〔fantasma〕である一人の人間の憂愁〔malinconia〕」。Giorgio de Chirico, “Sull’arte metafisica,” in: 
Valori plastici, vol.1, nos.4-5, aprile-maggio 1919, p.15, reprinted in: De Chirico (1985), p.83.　
39  拙稿「形而上学的室内の円環 ― ジョルジョ・デ・キリコと『八十日間世界一周』」『WASEDA RILAS 
JOURNAL』no.3、早稲田大学総合人文科学研究センター、2015 年10 月、201-212 頁。　
40  この語は「再び来る〔revenir〕」の現在分詞であり、ここには「再び戻って来る者」、「回帰するもの」という
意味がある。　
41   Jules Verne, Le tour du monde en quatre-vingts jours, J. Hetzel et Cie, Paris, 1873, p.47.（ジュール・ヴェル
ヌ著、鈴木啓二訳『八十日間世界一周』岩波文庫、2001 年、104 頁）　
42  以下を参照。拙稿「フープと永遠 ― ジョルジョ・デ・キリコ《通りの神秘と憂愁》について」『エクフラシス』
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第5 号、早稲田大学ヨーロッパ中世・ルネサンス研究所、2015 年3 月、112-130 頁。　
43  「― 貴方たちの全て、私と同様に大いなる吐き気に悩んでおり、古い神には先立たれながら、いまだ揺籠の
中で産着にくるまれたままの新しい神もいない、そういう貴方たちの全てを、 ― 私の邪悪な精、魔法の悪魔
は、好いているのだ〔……〕しかし、早や彼が私を襲い、私を打ちのめすのだ、この邪悪な精、この憂愁の精〔cet 
esprit de mélancolie〕、この黄昏の悪魔〔ce démon du crépuscule〕が。そして実際、おお高等な人間たちよ、彼
はうずうずしているのだ ― 〔……〕日が傾き、一切の諸事物に、最善の諸事物にも、今や夕暮れ〔soir〕がやっ
て来る。さあ聞き、そして見よ、高等な人間たちよ、この夕暮れの憂愁の精〔cet esprit de mélancolie du soir〕
が、男にせよ、女にせよ、どういう悪魔であるかを！」。Nietzsche (APZ), pp.432-433.（邦訳下巻292-294 頁）　
44  ここから《愛の歌》の球体を、たとえばデューラー《メレンコリアＩ》（1514 年）の画面左下方の球体と結び
つけることも可能である。　
45  拙稿、前掲論文「形而上学的室内の円環 ― ジョルジョ・デ・キリコと『八十日間世界一周』」を参照。　




























47   Nietzsche (OT), pp.45-46.（邦訳49 頁）　
48   Nietzsche (OT), p.45.（邦訳49 頁）　



























50   Nietzsche (OT), p.150.（邦訳139 頁）　
51   Nietzsche (OT), p.199.（邦訳179 頁）　

































54   Nietzsche (OT), p.13.（邦訳22 頁）
55   Nietzsche (OT), p.17.（邦訳27 頁）

































57   Nietzsche (VP), p.276.（邦訳517-518 頁）
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図 1b　図 1a 部分。
図 1c　図 1a 部分。
図 2　《ベルヴェデーレのアポロン》2 世紀、ローマン・コピー、
大理石、224 cm、ヴァチカン美術館、ヴァチカン。





ス、91.7 × 42.8 cm、ソロモン・R・グッゲンハイム美術館、ニューヨーク。
図 5　『薬学、医学、衛生学、外科用品 Accessoires de 






33.3 × 41 cm、フィラデルフィア美術館、フィラデルフィア。
図 8　ジョルジョ・デ・キリコ《静物、
春のトリノ》1914 年、油彩、カンヴァス、
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